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ヘキサゴンエアーとvG7(水道管元付)の併用による相乗効果

ヘキサゴンエアー実験状況

ヘキサゴンエアー装置

密閉空間にてヘキサゴンエアー装置で処理した空間と未処理の空間で真菌および細菌を培養する実験を行った結果、
ヘキサゴンエアーで処理した後は、真菌・細菌の除去率が 99.8％と言う高い除去率となりました。

未処理区
真菌(落下真菌)

未処理区
細菌(落下細菌)

ヘキサゴンエアー処理後
細菌(落下細菌)

ヘキサゴンエアー処理後
真菌(落下真菌)

家庭や店舗・各種施設等と言った密閉空間でもヘキサゴンエアー
を使う事で、一定の除菌効果が得られると考えられます。

また、一方で水道管元付タイプの vG7 の量子水では、菌の培養試験にて大腸菌やレジオネラ菌、サルモネラ菌等
が 24 時間後には検出されなくなる結果が実験で出ており、更にはノロウイルス ( 実験の際はネコカリシウイルス )
においても、抗ウイルス効果が発揮される事が確認されています。

ネコカリシウイルスに対するνG7 処理水の効果

大腸菌は1時間後に約36％、24時間後には100％減
少で菌は検出されませんでした。

抗菌力評価試験結果（試験方法：石灰酸係数法）
検査機関：社団法人京都微生物研究所

黄色ブドウ球菌は1時間後に約19％の減少、24時間後には
100％減少で菌は検出されませんでした。

サルモネラ菌は24時間後には100％減少で菌は検出され
ませんでした。

レジオネラ菌は24時間後には100％減少で菌は検出されま
せんでした。

初期 24 時間経過

初期 24 時間経過

初期 24 時間経過

菌　名 初期菌数
（CFU/ml）

24時間経過後の菌数
検体2検体1
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4.7×105
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ず

検
出
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大 腸 菌
黄色ブドウ球菌
レ ジ オ ネ ラ 菌
サ ル モ ネ ラ 菌

家庭や店舗・各種施設等の各所の水廻りから vG7 の量子水が空気中に
飛散する事で抗菌・抗ウイルス効果を期待する事が出来ます。

ヘキサゴンエアーでの除菌効果に加え、水道管元付の vG7
を使用する事で量子水が空気中へ飛散し、抗菌と抗ウイルス
への相乗効果によって、より一層のクリーンな環境の維持が
期待できます。
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νG7（ニュージーセブン）

νG-1L（ニュージーワンエル）
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